
農業研修教育・農業総合支援センター施設整備事業（拡充）

１ 趣旨

次代の農業を担う意欲と技術・経営能力に優れた青年農業者を育成・確保するととも

に、経営の発展段階や地域の特性に応じた先進的技術・経営手法の習得の促進により、

効率的かつ安定的な農業経営を確立していくことが緊急の課題となっている。

このため、農業に関する研修教育の中核的機関である道府県農業大学校において、技

術革新に対応した高度で幅広い分野にわたる研修教育を実施するための施設を整備する。

加えて、道府県農業大学校において、①近年の雇用情勢の悪化の中で農業外も含めた多

様な人材の就業等を実現できるよう、厚生労働省と連携して策定した「農林業をやって

みよう」プログラムに基づく職業訓練コースの設置運営に必要な施設・機械を整備する

ほか、②普及事業の在り方に関する検討会報告を踏まえ、試験研究機関、農業総合支援

センター（仮称）が有機的に連携・協力し、技術革新に意欲的な農業者等と共に、最先

端技術についての組立・実証を短期間で推進するための調査研究用施設等を緊急に整備

する。

また、地域段階における実践的な個別技術に関する研修を行うための施設を引き続き

整備する。

２ 事業内容

(1) 研修教育基幹施設

道府県農業大学校において研修教育を実施する等のための施設等

①研修教育棟、宿泊棟等施設

②農業生産実習、食品加工実習等施設

③新技術・環境保全型農業研修施設

④公開講座、体験交流等施設

⑤離職者職業訓練用研修施設・機械【メニュー追加】

⑥調査研究・実験用施設・機材 【メニュー追加】

(2) 現地濃密指導施設

地域段階において道府県農業大学校、普及組織、試験研究機関が一体となって実践

的な個別技術に関する研修を行うための施設

①短期研修教育施設、長期研修教育施設

②個別経営等診断研修施設、宿泊施設

③土壌等分析・診断研修施設、研修用農業機械施設、簡易ほ場整備

都道府県、青年農業者等育成センター、一部事務組合３ 事業実施主体

平成１２～２０年度４ 事業実施期間

１／２５ 補 助 率

１，００９，２４８（１，８９２，４９５）千円６ 平成１６年度概算決定額

うち、研修教育基幹施設整備 905,708千円

現地濃密指導施設整備 103,540千円

担当課：経営局 女性・就農課、普及課】【
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技術の組立て・実証

（例）
・環境保全型農業技術の組
立て（土壌分析等）

・食の安全・安心に向けた技
術の実証（残留農薬分析等）

・高付加価値型農業技術の
実証（作物成分分析等）

［ 補助対象経費 ］

・調査研究、実験用施設
整備費

・調査研究用機材整備
費

調査研究施設

農業研修教育・農業総合支援センター施設整備事業
のうち調査研究・実験用施設・機材の整備 （概念図）
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